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庶
宋
時
代
の
彌
勒
佛
の
縛
生
説
に
假
托
し
て
流
行
し
た
彌
勒
教
會
ご
宋
元
時
代
に
彌
陀
念
佛
の
淨
業
馴
禮
の
一
種
か
ら
發
展
し
た
白
蓮

教
會
さ
は
支
那
に
於
け
る
佛
教
系
統
の
二
大
異
端
教
匪
さ
し
て
、
府
宋
以
来
支
那
の
献
命
的
暴
動
、
特
に
農
民
一
撲
に
指
導
的
役
割
を
減

じ
て
歴
朝
統
治
の
心
腹
の
癌
亡
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
從
て
支
那
中
枇
時
代
の
献
禽
史
の
研
究
に
取
っ
て
は
此
の
問
題
は
特
に
亜
要
な
る

地
位
を
占
む
る
も
の
な
る
に
も
か
上
は
ら
ず
、
從
來
支
那
史
家
が
動
も
す
れ
ば
此
の
問
題
を
閑
却
し
去
り
た
る
槻
あ
る
は
洵
に
迩
憾
の
極

み
き
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
・

私
は
年
来
此
の
問
題
に
亜
大
關
心
を
有
し
、
先
年
既
に
此
等
二
大
教
匪
の
發
生
の
事
情
や
そ
の
壮
會
的
運
動
の
歴
史
的
發
展
過
程
を
討

一
、
註

究
し
た
事
が
あ
る
が
、
淵
時
そ
の
欽
説
の
範
閲
は
専
ら
陪
府
五
代
か
ら
宋
元
に
一
旦
る
刑
に
止
ま
り
、
元
末
以
後
に
燗
れ
な
か
つ
龍
か
ら
、

そ
の
絨
細
の
一
部
さ
し
て
此
庭
で
改
め
て
元
末
の
大
乱
を
起
し
て
蒙
古
大
帝
剛
（
元
朝
）
を
崩
壊
に
導
い
た
淵
時
の
彌
勒
・
白
蓮
教
匪
の

活
動
の
歴
史
を
概
観
し
、
併
せ
て
そ
の
先
躯
を
も
見
る
べ
き
宋
元
時
代
の
紅
巾
乖
の
起
源
や
活
動
の
惰
況
を
考
究
す
る
こ
き
比
す
る
。

宋
元
時
代
の
紅
巾
耶
と
元
末
の
彌
勒
・
白
蓮
致
雌
に
就
て
七
九

宋
元
時
代
の
紅
巾
軍
と
元
末
の
彌
勒
ｏ
白
蓮

教
匪
に
就
い
て
山

日
導

言
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之
に
先
ち
初
に
一
言
す
べ
き
は
彌
勒
・
向
韮
叩
教
愈
の
本
礎
Ｅ
そ
の
祁
兀
の
開
係
這
で
あ
る
。
彌
勒
教
匪
は
大
雑
六
朝
末
期
か
ら
陪
代

に
か
け
て
彌
勒
伽
の
兜
奉
淨
土
や
そ
の
再
來
下
生
の
佛
仰
に
附
禽
し
て
生
れ
川
た
る
秘
密
經
禽
の
類
で
、
厩
五
代
を
純
て
北
宋
末
期
に
至

る
ま
で
を
大
慨
そ
の
興
隆
期
さ
な
し
、
元
末
の
大
乱
期
に
は
向
蓮
敦
匪
の
勢
力
ざ
混
合
し
て
活
躍
を
綾
け
、
そ
れ
以
後
は
狂
際
上
、
白
蓮

教
中
に
包
含
化
さ
れ
て
獅
立
の
存
在
を
認
め
ら
れ
な
い
や
う
に
な
っ
た
。
元
末
大
乱
期
の
紅
巾
軍
（
叉
は
紅
軍
、
審
軍
）
を
稲
す
る
も
の

は
概
ね
斯
か
る
彌
勒
教
そ
の
他
の
更
生
佛
（
燃
焼
佛
の
如
き
）
教
匪
ざ
向
韮
教
匪
さ
の
混
合
凧
鵠
の
別
名
に
外
な
ら
ぬ
き
考
え
る
。
而
し

て
此
の
大
飢
期
に
常
て
妓
も
早
く
之
等
の
紅
巾
匪
が
現
は
れ
た
は
元
の
吾
宗
泰
定
二
年
（
西
紀
二
三
宝
）
六
月
に
息
州
（
河
南
息
縣
）

ス
ロ
ー
．
ガ
ン
℃
℃
ｂ
、
℃
℃

に
叛
乱
を
起
し
た
趙
丑
斯
・
郭
菩
薩
等
の
妖
教
徒
で
、
叛
飢
術
初
、
彼
等
の
掲
げ
た
口
號
は
彌
勒
佛
柑
有
天
下
ざ
い
ふ
の
で
あ
っ
た
。
之

に
次
で
順
帝
王
元
三
年
（
両
紀
三
三
七
）
二
月
河
南
陳
州
（
河
南
准
賜
縣
）
の
妖
教
徒
棒
胡
（
本
名
胡
閏
兒
、
以
レ
長
二
棒
技
一
得
二
此
名
一
）
が

乱
を
作
し
て
蹄
徳
府
（
河
南
商
邸
縣
）
の
鹿
邑
に
本
擴
を
世
い
て
汝
寧
（
汝
南
）
信
陽
州
（
信
陽
）
等
の
諸
州
縣
を
攻
略
し
た
が
術
時
彼

等
の
使
用
し
た
徽
號
に
彌
勒
佛
の
小
族
が
あ
っ
た
芭
云
は
れ
て
を
る
。
之
等
は
い
づ
れ
も
糊
時
に
於
け
る
彌
勒
佛
教
匪
芭
認
め
ら
れ
得
る

も
の
で
あ
る
が
、
唐
末
五
代
の
大
飢
期
に
繩
勒
佛
教
匪
さ
祁
竝
ん
で
流
行
し
た
燃
焼
佛
（
一
名
定
光
佛
）
教
匪
も
亦
こ
の
元
末
に
常
っ
て

叛
乱
を
起
し
て
を
る
。
そ
れ
は
搾
胡
ざ
同
時
の
至
元
三
年
（
一
三
三
七
）
三
月
に
悪
州
蹄
稗
縣
（
践
束
悪
陽
縣
）
の
民
訴
秀
卿
・
諏
紫
山

等
が
朱
光
卿
さ
結
ん
で
定
光
佛
の
州
枇
に
假
托
し
て
叛
飢
を
作
し
た
事
が
あ
っ
た
。
定
光
佛
（
錠
光
佛
）
は
一
に
燃
焔
佛
（
然
熾
佛
）
さ
も

カ
ル
ペ

云
ひ
、
端
應
經
に
擦
る
ざ
樺
迦
佛
の
前
に
世
に
出
で
Ｌ
衆
生
を
撫
化
濟
度
し
た
佛
で
、
繰
迦
に
對
し
て
次
の
劫
に
出
枇
度
生
の
記
別
（
豫

宋
元
昨
代
の
紅
巾
堆
と
元
末
の
彌
勒
・
白
蓮
敦
匪
に
就
て

。
彌
勒
・
白
蓮
雨
教
の
關
係

1
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1
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言
）
を
典
へ
た
さ
云
は
る
Ｌ
更
生
仰
の
一
諏
で
あ
る
。

次
に
白
蓮
教
は
如
何
。
之
は
元
、
南
宋
初
期
に
蘇
州
延
群
院
沙
門
茅
子
元
の
主
唱
に
か
比
る
彌
陀
念
佛
の
淨
業
剛
か
ら
發
逹
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
儲
時
既
成
佛
教
の
僻
俗
に
依
て
異
端
邪
宗
門
ざ
し
て
迫
害
せ
ら
れ
、
術
局
か
ら
布
教
を
禁
止
さ
れ
た
の
で
爾
来
宗
元
時
代
を

通
じ
て
秘
密
經
會
さ
し
て
肺
會
の
裏
而
に
潜
行
し
て
ゐ
た
が
時
代
の
推
移
ご
共
に
，
そ
の
本
來
の
面
目
が
著
し
く
低
落
観
化
す
る
や
う
に
な

っ
た
．
併
な
が
ら
元
の
仁
宗
の
治
世
に
祁
建
の
白
蓮
教
命
は
一
時
、
朝
廷
か
ら
そ
の
布
教
を
公
認
保
誰
さ
れ
た
こ
さ
も
あ
っ
た
が
、
そ
の

３

後
川
も
な
く
英
宗
の
世
に
布
教
を
厳
禁
さ
れ
て
、
元
末
の
大
乱
期
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

か
上
る
歴
史
を
有
す
る
向
蓮
教
會
は
元
末
の
頃
に
な
る
ご
何
時
し
か
彌
勒
教
匪
さ
混
清
雑
合
す
る
傾
向
を
帯
び
て
來
仁
や
う
で
あ
る
。

そ
の
一
例
ば
元
の
順
帝
至
正
十
一
年
（
・
三
一
五
二
五
月
頴
州
（
安
徽
単
陽
縣
）
に
擦
っ
て
叛
起
し
た
杜
通
道
・
劉
禰
通
等
の
白
蓮
教
徒

は
元
、
蘂
城
（
河
北
蘂
城
縣
）
の
妖
教
首
韓
山
童
。
禅
林
兒
父
子
等
の
教
旨
を
奉
じ
っ
山
童
を
以
て
宋
の
徽
宗
八
世
の
孫
で
、
彌
勒
佛

の
椛
化
再
生
琶
爲
し
『
天
下
大
乱
・
彌
勒
佛
下
生
』
ご
偶
へ
て
韓
氏
父
子
が
樹
に
天
下
に
君
臨
す
べ
き
こ
さ
を
主
張
し
叛
飢
を
起
し
た
の

で
あ
っ
た
。
か
く
て
彼
蝶
は
机
次
い
で
朱
皐
（
安
徽
阜
陽
の
南
）
雑
山
（
河
南
）
混
陽
（
河
南
正
陽
）
確
山
（
河
南
）
武
陽
（
河
南
両
平
）

葉
縣
（
河
南
）
等
の
顕
水
本
支
流
域
の
諸
州
縣
を
焚
陥
劫
略
し
次
い
で
惟
河
の
上
流
毫
（
安
徽
）
に
擴
っ
て
緯
林
兒
を
擁
立
し
て
皇
帝
Ｅ

４

呼
び
図
を
宋
芭
號
し
、
改
元
し
て
龍
鳳
元
年
ざ
い
ひ
つ
河
南
・
安
徽
・
山
東
・
江
蘇
・
湖
北
の
渚
省
に
勢
威
を
鰻
ふ
一
」
ご
に
な
っ
た
．

元
史
順
帝
紀
は
備
時
の
情
勢
を
記
し
て
左
の
如
く
云
っ
て
を
る
。

。
。
。

、
至
正
十
一
年
五
川
辛
亥
命
八
）
頴
州
妖
人
劉
耐
通
鰯
レ
飢
、
以
二
紅
巾
馬
し
號
・
脳
慰
州
や
初
蕊
城
人
韓
山
童
組
父
。
以
二
白
蓮
命
“
一
焼
香

○
○
○
○
○
○
○
Ｏ

惑
レ
衆
。
諦
１
徒
庇
平
永
平
縣
↓
至
二
山
童
一
侶
言
『
天
下
大
乱
、
彌
勒
併
下
生
・
』
河
南
・
江
准
愚
民
。
皆
念
然
信
し
之
．

宋
元
時
代
の
紅
巾
躯
と
元
末
の
荊
勒
・
白
蓮
教
匪
に
就
て
八
一

’
1
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宋
元
昨
代
の
紅
巾
耶
と
元
末
の
彌
勒
・
白
蓮
敦
匪
に
就
て
八
二

此
の
文
脹
よ
る
芭
韓
山
童
等
の
白
蓮
教
禽
が
陪
店
以
来
民
側
に
群
行
し
て
ゐ
た
彌
勒
教
の
教
旨
を
撚
取
し
て
ゐ
る
事
狂
が
推
測
せ
ら
る

ｋ
の
で
あ
る
。

以
上
の
記
述
を
綜
合
す
る
時
は
大
腿
下
の
如
き
事
変
が
認
定
せ
ら
れ
得
る
や
う
で
あ
る
。
即
ち
、
唐
宋
勝
代
に
汎
行
し
た
彌
勒
教
含
は

一
時
枇
命
の
表
面
か
ら
影
を
没
し
た
が
、
元
末
に
至
っ
て
趣
雅
斯
。
郭
菩
朧
や
搾
胡
な
ざ
の
徒
に
依
っ
て
再
び
之
が
肺
會
の
表
面
に
浮
び

川
で
、
更
に
韓
山
童
・
韓
林
兒
等
父
組
数
代
に
亘
っ
て
仰
永
さ
れ
來
つ
江
宋
元
時
代
の
向
韮
教
燕
さ
合
流
し
て
遂
に
元
末
の
紅
巾
軍
の
大

匪
飢
に
ま
で
發
展
し
來
つ
た
も
の
で
、
柑
時
の
弛
勒
教
匪
は
礎
際
上
、
明
代
以
後
に
一
大
發
展
を
爲
し
た
向
韮
教
Ｅ
混
合
川
化
し
て
そ
れ

ら
の
統
合
的
勢
力
の
下
に
元
末
の
紅
巾
軍
の
一
大
教
匪
側
が
成
立
し
た
も
の
、
こ
考
え
て
兼
支
な
い
や
う
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
東
洋
學
者
国
８
９
ａ
。
旨
く
目
胃
の
）
團
巳
用
罠
ｇ
剛
氏
は
鍵
に
協
脚
し
て
支
那
史
料
に
基
づ
い
た
嘩
尼
教
の
解
説
を

］
○
胃
昌
目
勝
胃
臼
巨
の
（
ら
二
・
ろ
露
）
誌
上
に
發
表
し
た
が
、
そ
の
中
の
一
節
で
、
大
要
下
の
如
き
意
見
を
述
べ
て
ゐ
る
。

『
ロ
①
ｏ
８
Ｏ
蒔
氏
（
和
蘭
の
東
洋
學
蒋
）
は
大
明
律
雄
解
附
例
中
の
妖
教
禁
止
令
の
『
妄
榊
二
彌
勒
佛
。
向
蓮
派
。
奪
明
教
。
向
雲
宗
等

命
一
』
ご
あ
る
文
句
を
翻
諜
し
て
、
蠅
勒
佛
の
下
に
評
。
葱
（
教
派
・
教
會
）
Ｅ
い
ふ
文
字
が
有
略
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
『
蝿
勒
佛
・
白
韮

耽
』
を
結
合
し
て
一
佃
の
宗
門
ざ
し
て
『
彌
勒
佛
の
、
韮
教
含
』
６
。
曽
目
巨
国
閣
員
《
合
冒
冒
吻
匡
目
。
号
團
＆
冨
冒
画
胃
の
旨
）
芭
翻

課
し
て
ゐ
る
が
諦
之
は
明
か
に
雨
つ
の
教
派
に
脇
す
る
も
の
で
、
此
の
こ
さ
は
大
流
体
の
喋
解
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
。
現
に
ロ
①

Ｑ
８
ｇ
自
身
も
既
に
他
の
場
所
（
己
①
。
ｇ
ｏ
骨
》
艀
日
。
ｇ
昏
昌
の
日
．
詞
賠
Ｃ
に
於
、
彌
勒
教
禽
（
冒
静
ｏ
蔚
烏
旨
鳥
制
冨
）
の
存
在

を
救
せ
て
を
り
、
又
此
の
教
會
は
猫
立
に
、
内
韮
教
禽
よ
り
も
遥
に
汎
く
流
博
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
大
清
律
令
集
解
で
は

斯
か
る
混
飢
を
藤
し
て
ゐ
な
い
（
彌
勒
教
禽
さ
向
韮
教
称
も
、
」
が
裁
然
厩
別
し
て
将
か
れ
て
あ
る
）
・
併
な
が
ら
い
づ
れ
に
し
て
も
此
の
二
つ

'
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の
教
禽
は
蒙
古
人
を
駆
逐
す
る
際
（
元
末
大
飢
時
）
に
は
協
吋
し
て
活
動
し
た
や
う
で
あ
る
し
、
叉
恐
ら
く
彼
等
は
結
縁
類
似
（
碑
署
画
‐

く １５

再
ｇ
敏
①
伽
）
の
も
の
で
あ
っ
た
事
は
否
定
出
來
な
い
事
変
で
あ
る
』
さ
い
ふ
意
味
を
述
べ
て
ゐ
る
が
大
鵠
に
於
て
穏
健
の
説
で
あ
る
。
但
余

は
元
末
以
後
彌
勒
教
匪
が
殆
ざ
史
上
か
ら
影
を
没
し
た
の
に
反
し
て
白
蓮
教
匪
の
勢
力
は
時
代
の
下
る
ざ
共
に
益
里
狽
職
を
極
め
て
を
る

事
変
に
よ
り
、
元
末
大
飢
期
を
一
期
き
し
て
彌
勒
教
會
が
澄
際
上
白
韮
教
會
に
混
合
同
化
し
て
思
想
的
に
白
蓮
教
が
之
に
よ
っ
て
一
府
披

充
弧
化
さ
れ
た
も
の
ご
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
從
て
大
清
律
令
に
白
蓮
教
會
ご
机
竝
ん
で
彌
勒
教
が
異
端
宗
門
さ
し
て
禁
止
さ
れ
て
ゐ
る

さ
し
て
も
、
そ
れ
は
清
作
が
明
律
の
悲
規
を
慨
例
的
に
踏
襲
し
て
將
來
に
於
け
る
彌
勒
教
匪
の
器
動
に
術
へ
る
ご
立
法
者
側
の
細
心
の
注

意
に
よ
る
も
の
で
、
之
に
山
て
清
代
に
州
勒
教
・
梅
が
蛮
際
に
存
在
し
て
ゐ
た
さ
の
理
由
ざ
は
な
り
得
な
い
も
の
芭
考
へ
る
。

Ｊ

Ｏ

牛

一
の
注
り

く

●

鵬
宋
昨
代
の
彌
勒
救
脈
。
附
更
生
佛
救
雌
。
（
史
淵
錐
三
枇
（
昭
和
六
年
十
二
月
刊
）

初
期
の
内
蓮
歎
称
に
就
て
。
附
元
律
中
の
白
韮
歎
称
（
市
村
博
士
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
）

う二
の
注

ぐ

ザ

⑩
府
宋
昨
代
の
捌
勒
戦
脈
、
注
解
三
。

●
●
。

②
元
史
泰
進
帝
紀
及
び
順
肺
紀

③
初
期
の
白
蓮
救
命
に
就
て
参
照

艸
元
史
川
帝
紀
、
椛
衡
艇
巾
外
史
、
命
本
塁
明
記
郡
錐
（
嬢
氏
群
雄
郡
略
所
引
）
葉
子
奇
＊
木
子
等
参
照
。

。
⑤
国
ｇ
ｏ
冨
冒
ロ
ゴ
⑦
の
ｇ
詞
宅
①
冨
昌
》
ご
ロ
胃
昌
忌
日
ロ
ロ
匡
誌
⑦
目
時
①
貫
○
届
急
⑦
ロ
○
三
国
⑦
Ｑ
○
日
ロ
昌
餌
呂
鼻
ご
届
①
》
桝
弓
駛
吋
尉
弓
○
日
①
』
』
石
画
》

祠
．
い
い
、
ご
○
冨
興

、

術
、
博
臺
目
氏
に
は
、
蓮
永
と
白
盤
氷
（
Ｆ
色
牌
Ｏ
厨
Ｑ
ｐ
さ
目
の
匡
卸
ご
○
鼻
毎
の
⑦
ｏ
冨
旦
員
ｚ
巨
畠
①
匡
画
ロ
０
．
国
．
因
．
国
．
画
・
’
○
・
．
目
自
適
三
Ｉ
曾
騨

．
』
ぐ
》
台
下
堂
ｅ
と
い
ふ
論
文
が
あ
る
そ
う
だ
が
、
（
夢
菖
当
．
Ｐ
．
）
余
の
手
許
に
は
残
念
な
が
ら
国
巳
胃
旨
骨
〕
自
８
行
蜀
圖
愚
昌
鼠
島
国
肖
吋
‐

⑤
屯

宋
元
昨
代
の
紅
巾
堆
と
元
末
の
蝿
勒
・
白
蓮
我
匪
に
就
て
’
八
三

’

I
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元
末
の
揃
勒
・
白
蓮
諸
教
匪
が
い
づ
れ
も
紅
巾
を
以
て
そ
の
襟
號
さ
し
た
鰯
め
に
紅
巾
軍
を
以
て
元
末
大
乱
期
の
諸
教
匪
の
別
名
ざ
す

る
一
般
傾
向
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
以
て
の
外
の
誤
謬
さ
い
は
れ
ば
な
ら
ぬ
・
先
づ
そ
の
糾
謬
の
意
見
を
述
『
ぺ
る
前
に
一
應
紅
巾
の
字
義
を

Ｑ

究
明
す
る
必
要
が
あ
ら
う
。
こ
の
文
字
の
説
文
學
上
の
煩
瑛
な
考
誰
は
姑
ら
く
専
門
學
考
の
手
に
委
ぬ
る
こ
さ
上
し
て
、
巾
字
に
は
頭
巾

若
く
は
峨
頭
の
意
義
ざ
、
巾
咽
の
如
き
領
巾
の
意
義
ざ
が
蒋
迩
に
使
川
さ
る
上
虚
で
あ
る
。
紅
巾
の
文
字
が
果
し
て
前
老
に
脇
す
る
か
後

粁
に
使
川
さ
れ
た
か
の
明
文
は
な
い
・
明
の
葉
子
奇
の
草
木
子
（
巻
三
雑
制
筋
）
に
、

紗
帆
Ⅲ
領
．
唐
服
也
．
仕
者
川
し
之
．
巾
笠
欄
杉
．
宋
服
也
．
巾
環
雛
価
．
金
服
也
。
州
子
繋
腰
。
元
服
也
．
方
巾
剛
領
。
明
服
也
．

脈
民
川
し
之
。

○
○

ざ
歴
代
の
服
装
を
列
畢
し
た
文
が
あ
る
が
、
共
の
中
の
巾
字
は
明
か
に
媚
さ
同
じ
く
頭
に
戴
く
帳
頭
交
巾
の
激
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ら

う
。
漢
代
の
黄
巾
匪
も
後
漢
書
素
懐
太
子
注
に
引
く
虚
の
晉
の
楊
泉
の
物
理
論
に
振
る
ざ
、

黄
巾
、
被
服
純
黄
．
不
し
癖
手
尺
曇
辰
一
長
杢
翔
行
箭
歩
．
所
し
至
郡
縣
．
無
し
不
し
從
・
是
日
一
天
ノ
大
輩
也
。

宋
元
時
代
の
紅
巾
耶
と
元
末
の
彌
勒
・
白
蓮
致
雌
に
就
て
・
八
四

砂
日
①
ｌ
ｐ
●
狩
昌
目
白
ぐ
が
無
い
の
で
之
を
参
照
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

元
末
白
蓮
致
主
の
韓
林
兄
が
小
川
王
の
號
を
操
川
し
た
こ
と
か
ら
推
し
て
も
此
の
敬
匪
が
廠
宋
昨
代
の
彌
勒
致
匪
と
不
可
雌
の
鮒
係
に
立
つ
て
ゐ
た
こ

と
が
列
か
る
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
大
小
明
王
の
将
来
降
臨
の
鮎
は
主
と
し
て
孵
代
以
來
彌
勒
致
匪
の
主
侶
せ
る
亜
要
汲
旨
の
一
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
◎

匂
宋
元
時
代
の
紅
巾
軍
と
紅
巾
の
意
義

１
１
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ざ
あ
っ
て
彼
等
が
純
黄
の
衣
服
を
蒜
け
て
ゐ
た
こ
ざ
は
明
か
で
あ
る
が
、
此
の
上
に
更
に
黄
色
の
頭
巾
を
戴
い
て
ゐ
た
さ
恩
は
る
Ａ
鮎
は

後
世
の
道
士
が
黄
衣
黄
冠
を
着
け
て
ゐ
た
事
蛮
か
ら
大
磯
恕
像
が
つ
く
課
で
あ
る
。
梁
の
倫
肺
の
弘
明
錐
（
巷
七
）
に
收
録
せ
る
劉
宋
の

沙
門
術
懲
の
『
戎
華
諭
』
に

０
○
○
Ｏ

背
冠
二
黄
巾
一
者
。
卑
鄙
之
相
也
。
皮
革
苫
し
頂
君
。
興
非
二
華
風
一
也
。

さ
あ
る
は
劉
宋
時
代
の
道
士
（
五
斗
米
、
太
平
逝
の
逆
教
士
）
の
風
硲
を
攻
準
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
之
は
正
し
く
淡
魏
時
代
の
太
平
道

や
五
斗
米
遁
の
黄
巾
教
徒
の
遥
風
を
傳
承
し
て
ゐ
る
も
の
ご
考
へ
ら
る
上
か
ら
漢
代
の
黄
巾
匪
が
踊
に
身
に
純
茂
の
衣
服
を
論
け
し
の
み

な
ら
ず
、
頭
に
も
叉
黄
色
の
頭
巾
を
戴
い
て
ゐ
た
ご
考
え
て
も
敢
て
不
畔
川
の
臆
測
で
は
あ
る
ま
い
。
此
の
事
狂
か
ら
し
て
元
代
の
紅
巾
匪

の
風
俗
を
類
推
す
る
こ
ざ
は
、
或
は
時
代
の
推
移
に
作
ふ
風
俗
の
兼
異
を
柾
説
す
る
の
嫌
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
係
ら
ず
余
輩
は
宋
元
時

代
の
紅
巾
を
以
て
紅
色
の
頭
巾
若
く
は
岐
頭
の
類
ご
確
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
の
傍
誰
さ
し
て
次
の
引
例
が
亜
要
な
役
川
を
果

た
す
で
あ
ら
う
。
即
ち
、
元
末
明
初
の
握
谷
眞
逸
の
手
に
な
る
農
川
餘
話
（
喪
顔
堂
秘
笈
、
脹
集
）
に

○
○
○

元
世
剛
城
二
燕
都
｝
土
中
多
掘
刊
紅
頭
迩
圭
問
二
於
劉
太
保
乘
聾
劉
對
日
．
後
枇
壌
二
天
下
一
此
額
也
。
枇
汕
日
此
必
西
稚
家
也

○
○
○
○
○
○
○
○

（
藏
蝿
禧
恥
群
）
．
。
故
取
一
両
恭
人
一
・
作
二
帝
師
一
以
厭
。
。
…
：
殊
不
レ
知
し
亡
二
紅
巾
之
飢
圭

さ
あ
る
。
話
の
筋
は
荒
唐
無
稽
で
勿
論
循
剛
に
値
し
な
い
が
、
此
の
文
面
に
曲
て
見
る
ご
柑
時
の
紅
巾
匪
賊
が
紅
州
を
城
い
て
之
を
以
て

叛
徒
の
徽
號
ざ
し
て
ゐ
た
事
変
を
否
定
す
る
こ
さ
は
川
來
な
い
。

次
に
紅
巾
軍
は
必
ず
し
も
元
末
の
大
飢
期
に
突
然
發
生
し
た
も
の
で
な
く
既
に
宋
代
か
ら
一
部
匪
賊
や
郷
剪
の
間
に
行
は
れ
て
ゐ
に
も

の
で
あ
る
。
余
の
知
れ
る
限
り
で
は
之
に
鮒
す
る
文
献
は
巳
に
南
北
栄
の
交
合
期
か
ら
現
は
れ
て
を
る
。
栄
の
徽
宗
宜
和
二
年
（
西
紀
一

宋
元
吟
代
の
紅
巾
単
と
元
末
の
彌
勒
・
白
韮
我
脈
に
就
一
し
八
五

l
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宋
元
昨
代
の
紅
巾
軍
と
元
末
の
彌
勒
・
白
蓮
教
匪
に
就
て
八
六

二
一
○
）
十
月
、
睦
州
青
溪
（
湖
江
淳
安
縣
）
の
妖
此
方
臘
が
叛
起
し
た
時
、
そ
の
旗
下
の
諸
將
を
部
署
に
す
る
に
紅
巾
よ
り
以
上
六
等

の
巾
飾
を
以
て
し
た
こ
さ
が
宋
史
童
貫
傅
や
方
勺
の
青
溪
冠
獅
に
見
え
て
を
る
。
之
は
そ
の
徽
號
を
紅
巾
に
の
み
限
っ
た
わ
け
で
は
な
い

が
紅
巾
が
そ
の
徽
號
の
一
つ
に
採
用
さ
れ
に
黙
で
注
意
を
必
要
ざ
す
る
。
之
に
次
い
で
紅
巾
の
み
を
徽
號
に
探
州
し
た
郷
勇
の
脇
が
南
宋

初
期
に
河
東
地
方
に
現
は
れ
て
を
る
。
即
ち
高
宗
建
炎
元
年
（
一
二
一
七
）
十
二
月
、
山
西
土
民
が
金
に
叛
い
て
紅
巾
を
徽
號
さ
し
て
所

在
膳
蛛
起
し
城
邑
を
攻
略
し
婿
熊
克
の
中
興
小
記
（
巻
二
）
は
此
の
事
変
を
体
へ
て
、

○
○
○
○
０
０
○
○
Ｏ
○
○
０
○
○
○
○

（
建
炎
元
年
十
二
月
）
河
東
之
民
。
心
懐
二
本
朝
（
宋
）
聖
所
在
結
爲
二
紅
巾
↓
出
攻
二
城
口
勇
皆
用
二
建
炎
年
號
一
見
し
有
二
脱
し
身
南
師
者
圭

マ
サ
ニ

性
交
助
以
二
衣
稔
至
且
言
ｂ
『
俟
二
天
兵
過
一
レ
河
。
亦
不
レ
須
レ
多
。
強
籍
二
詫
勢
聖
諜
執
一
一
敵
人
一
議
し
之
。
』
金
衆
之
在
二
河
東
｝
者
。
移
遜
以

北
去
。
云
昂

さ
あ
る
が
今
日
山
西
の
共
産
八
路
軍
の
ゲ
リ
ラ
戦
術
を
妨
佛
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
で
は
な
い
か
。

之
に
次
ぐ
紅
巾
軍
の
例
は
宋
史
洪
皓
傅
に

（
前
略
）
成
（
李
成
）
方
與
二
秋
堅
一
共
困
二
楚
蝋
黄
二
椛
州
事
闘
敦
詩
↓
以
し
降
し
敵
。
蛮
持
二
叛
心
聿
皓
先
以
レ
辨
抵
レ
成
・
成
沖
洞
虹
。

０
０
○
○

有
二
紅
巾
賊
壷
軍
食
絶
。
不
し
可
レ
牲
云
鷺

ご
あ
る
が
、
之
は
建
炎
三
年
春
夏
の
頭
縦
か
等
行
い
（
縮
嘩
の
）
洪
迩
の
父
で
、
松
漠
紀
聞
の
著
考
ざ
し
て
知
ら
れ
た
洪
皓
が
推
南
の
盗
賊

李
成
を
招
降
し
、
之
に
書
を
造
っ
て
楚
州
の
叛
臣
薗
敦
詩
を
攻
落
せ
し
め
ん
ざ
し
た
時
に
、
元
来
此
の
時
宋
に
對
し
て
二
心
を
懐
い
て
ゐ

、
▼
一
慾
ｂ
、
ｂ

に
李
成
は
沐
河
の
流
が
洞
渇
し
て
、
そ
の
流
域
に
土
匪
の
紅
巾
軍
が
跳
梁
し
軍
食
に
乏
く
て
往
來
が
杜
絶
し
て
ゐ
る
こ
さ
を
口
蛮
さ
し
て

洪
峪
の
要
求
を
鵠
よ
く
拒
絶
し
心
」
ざ
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
之
に
よ
る
Ｅ
商
宗
建
炎
三
年
頃
に
准
の
南
北
に
紅
巾
を
徽
號
こ
せ

１
１
１
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ろ
土
匪
の
盤
擦
し
て
ゐ
た
事
實
が
判
ら
う
。

次
に
宋
の
徐
夢
幸
の
三
朝
北
明
器
邸
緬
（
巻
二
一
八
）
に
振
る
↓
こ
、
高
宗
建
炎
四
年
四
月
宋
將
韓
祉
忠
が
余
軍
に
敗
ら
れ
て
鎭
江
に
遁
げ

、
℃
、
ｂ
℃
、
℃

逢
っ
た
時
、
長
蕨
（
江
蘇
六
合
縣
東
南
）
の
塁
耐
禰
院
の
行
者
等
が
寺
の
行
者
や
郷
黛
の
弧
壯
を
募
っ
て
紅
巾
軍
を
組
織
し
飢
兵
の
侭
劫

に
備
え
た
が
韓
祉
忠
は
之
を
策
應
し
て
金
兵
を
拒
い
だ
こ
さ
が
あ
る
。
即
ち
、
北
盟
會
細
は
そ
の
常
時
の
事
附
を
記
し
て
下
の
如
く
云
っ

て
ゐ
る
。

長
瀬
塁
耐
祁
院
行
者
。
韮
脚
倫
鉦
肺
漣
鉦
那
賛
。
結
一
漆
行
考
及
弧
壯
百
姓
干
餘
人
望
分
爲
ニ
ニ
畷
王
在
腸
州
洲
主
自
和
守
保
。
批
忠

○
○
○

群
約
一
蕃
倫
等
牟
爲
二
策
應
一
至
レ
画
蕊
Ｈ
倫
韮
陣
漣
韮
皿
謎
。
奉
二
其
衆
千
餘
八
謬
一
小
舟
千
餘
艘
一
鷺
拳
紅
巾
・
紅
幟
奎
來
策
唯
。

之
に
由
る
ご
裳
耐
寺
の
紅
巾
軍
は
寺
傭
や
郷
黛
か
ら
募
集
し
た
一
種
の
郷
勇
團
錬
の
瀬
で
飢
兵
の
佼
入
を
拒
ん
で
郷
村
を
防
術
す
る
目
的

、
ｂ
、
ｂ
ｂ
ｂ
、
℃

チ
ヤ
ウ
キ

か
ら
成
立
し
た
も
の
Ａ
や
う
で
あ
る
。
此
の
外
、
清
の
王
昶
の
金
石
粋
細
（
巻
一
五
○
）
收
鋒
の
緯
勤
王
（
糠
世
忠
）
碑
文
に
よ
る
這
宋

シ
ユ
ン
、
℃
℃
、
、
、
℃
、

欽
宗
の
初
、
河
南
溶
州
（
黄
河
北
方
の
溶
縣
）
附
近
に
も
紅
巾
賊
が
出
渡
し
て
宋
の
河
防
軍
を
悩
ま
し
て
ゐ
た
記
事
が
あ
る
が
、
之
は
戦

い

″

剛
の
絲
果
窮
民
の
組
織
せ
る
地
方
の
土
匪
軍
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

以
上
は
主
Ｅ
し
て
南
宋
高
宗
時
の
紅
巾
軍
の
例
で
あ
る
煙
そ
の
次
の
孝
宗
の
枇
に
も
依
然
さ
し
て
派
の
南
北
に
紅
巾
土
匪
が
蛾
厄
し

て
ゐ
た
記
述
が
、
栄
史
孝
宗
紀
に
載
っ
て
ゐ
る
。
即
ち

○
○
○
○
○

乾
逝
元
年
冬
子
月
乙
巳
．
准
北
紅
巾
賊
．
職
し
准
劫
椋
．
立
レ
黄
討
荊
之
聖
已
而
知
楚
州
剴
明
。
塾
一
巡
肘
↓
盤
毅
共
首
那
榮
圭

Ｅ
あ
る
の
が
、
そ
の
蛮
例
で
あ
る
。

市
宋
時
代
に
は
渦
、
山
西
や
准
・
・
泗
方
両
に
限
ら
ず
、
湖
北
、
四
川
の
如
き
両
迩
の
地
に
も
紅
巾
匪
賊
が
叛
乱
を
起
し
た
事
変
が
あ
る
Ｃ

宋
元
時
代
の
紅
巾
軍
と
元
末
の
彌
勒
。
、
蓮
致
腓
に
就
て
八
七

I
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、

’



１

●

宋
元
時
代
の
紅
巾
軍
と
元
末
の
彌
勒
・
向
蓮
致
匪
に
就
て
八
八

即
ち
、
宋
史
準
宗
紀
に
擦
る
ざ
、
。

○
○
○
○
○

嘉
定
十
二
年
（
二
二
九
）
三
月
癸
一
亥
。
興
元
軍
（
湖
北
陽
新
隅
）
士
張
派
・
英
伽
等
作
し
剛
。
以
二
紅
巾
一
爲
レ
號
。
…
…
秋
七
月
丙
申
。

○
○
○
○
Ｏ

張
祇
伏
し
誰
。
庚
子
張
威
（
四
川
汚
州
都
統
）
抽
二
賊
衆
一
千
三
百
餘
人
雫
詠
し
之
。
莫
簡
自
殺
．
紅
巾
賊
悉
平
．

ご
あ
る
が
、
此
の
叛
凱
の
一
層
詳
し
い
記
録
は
劉
時
梁
の
練
宋
中
興
細
年
迩
鑑
（
十
五
、
）
に
見
え
て
ゐ
る
。
今
斌
を
脈
は
ず
之
を
引
用

｛
９
却
○
司
己
、

○
○
○
○
Ｏ

セ
ウ

嘉
定
十
二
年
閏
三
月
癸
一
亥
。
興
元
軍
士
、
張
禰
・
莫
簡
等
作
し
飢
。
以
二
紅
巾
一
鰯
し
鏡
“
四
月
入
二
利
州
］
（
四
川
庇
元
）
。
制
世
跡
子
述
遁
。

總
領
材
賦
。
楊
九
鼎
爲
所
し
殺
・
由
し
是
掠
二
間
州
（
四
川
間
中
）
果
州
（
囚
川
南
充
二
五
月
通
二
途
寧
府
（
四
川
遂
寧
二
雛
府
事
程
遇
孫

棄
レ
城
去
。
禰
焚
二
共
城
↓
四
川
宣
撫
司
。
命
二
汚
州
都
統
張
威
一
捕
し
之
。
禰
入
二
群
州
（
四
川
安
岳
）
聿
守
臣
張
已
之
。
蕊
し
城
去
。
耐
屯
二

於
辨
州
之
石
（
若
？
．
）
山
串
庚
午
威
引
し
兵
団
二
茗
山
圭
凡
十
四
日
。
莫
簡
自
殺
。
編
諭
し
降
。
城
執
し
之
以
師
二
宣
撫
司
一
識
し
之
。
↑

ご
あ
る
．
之
に
よ
る
琶
此
時
の
紅
巾
匪
賊
は
湖
北
か
ら
起
っ
て
四
川
宥
の
東
部
嘉
陵
江
流
域
の
各
都
邑
を
劫
掠
焚
陥
し
て
暴
威
を
暹
ふ
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
は
宋
代
に
於
て
各
地
に
蜂
起
し
た
紅
巾
軍
の
蛮
例
で
あ
る
が
、
紅
巾
の
詔
が
柑
時
一
般
に
叛
徒
や
匪
賊
の
別
名
こ
し
て
通
行
し
て

ゐ
た
事
麓
は
下
の
一
例
に
徴
し
て
も
明
か
で
あ
る
。
即
ち
宋
元
時
の
周
密
の
齊
來
野
諦
（
巻
十
三
）
にｏ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ
○
○
○
○
②

近
荷
己
亥
歳
史
矩
字
之
爲
二
京
尹
一
其
弟
以
二
参
政
一
柊
二
兵
於
准
至
一
日
内
宴
。
伶
人
衣
二
金
紫
一
而
峡
頭
忽
脱
。
乃
紅
巾
也
。
或
驚
問

○
○
○

日
。
賊
襄
二
紅
虫
何
爲
官
亦
如
レ
此
・
傍
一
人
答
日
。
如
今
倣
官
底
．
都
是
如
し
是
。
於
し
是
鵬
二
其
衣
冠
一
則
有
二
醐
同
佛
一
自
二
懐
中
一

睡
し
地
。
其
傍
者
云
。
他
雌
し
作
し
賊
．
且
レ
看
二
他
寄
盈
面
垂 １

１’
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一

ご
い
文
が
あ
る
。
之
は
宋
室
の
俳
優
等
が
宮
延
の
宴
命
加
の
際
、
餘
典
さ
し
て
一
極
の
戯
劇
を
波
じ
て
聯
川
代
の
祉
祁
を
訓
刺
し
た
も
の
で
、

〆榊
川
時
の
官
僚
は
皆
悉
く
紅
巾
匪
賊
さ
何
ら
搾
ぷ
虚
は
な
い
が
そ
れ
で
も
兄
弟
の
親
愛
を
忘
れ
て
ゐ
な
い
の
は
感
心
で
あ
る
ど
の
意
を
寓
し

た
も
の
ご
見
え
る
。
萬
同
佛
は
唐
代
以
來
和
合
の
榊
ざ
し
て
、
之
を
祀
れ
ば
人
を
し
て
醐
里
の
外
に
あ
る
ざ
い
へ
‐
ざ
も
能
く
家
に
回
る
こ

ゞ
③

さ
を
得
せ
し
む
る
ご
い
ふ
蕊
鹸
新
た
な
る
も
の
さ
し
て
汎
く
偲
俗
の
間
に
信
仰
さ
れ
來
つ
に
も
の
で
ぁ
る
・

此
の
文
に
近
新
己
亥
歳
史
○
之
爲
二
京
尹
去
だ
。
ご
あ
る
が
、
齊
東
野
語
の
著
薪
周
密
は
宋
嬰
一
赤
の
紹
定
五
年
（
西
紀
一
三
一
三
）
に

生
蝿
元
の
武
《
一
示
至
大
元
年
（
一
三
○
八
）
七
十
七
歳
で
展
し
て
ゐ
る
か
ら
、
從
て
此
應
に
己
一
亥
歳
、
こ
あ
る
は
宋
の
理
宗
嘉
熈
二
一
年
（
一

二
三
九
）
か
一
兀
の
成
宗
の
大
徳
三
年
（
一
二
九
九
）
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
宋
史
理
宗
紀
に
も
元
史
成
宗
紀
に
も
此
虚
に
引
用
し
た
齊
東
野

語
の
丈
に
因
ん
だ
記
載
は
見
え
な
い
が
己
一
亥
歳
史
○
之
爲
二
京
尹
↓
さ
あ
る
に
依
て
老
ふ
る
に
之
は
南
宋
理
宗
の
末
年
に
宰
相
ど
な
っ
て

收
賄
狼
締
を
極
め
た
さ
の
悪
評
を
受
け
た
史
糊
之
を
指
せ
る
も
の
Ａ
や
う
で
あ
る
。
彼
の
体
は
宋
史
（
巻
四
一
四
）
に
見
え
て
ゐ
る
が
、

○
○
Ｏ

そ
の
中
に
は
彼
が
京
尹
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
智
も
、
亦
そ
の
弟
共
が
准
の
将
帥
に
袖
せ
ら
れ
に
こ
さ
も
全
く
見
え
て
ゐ
な
い
か
ら
、
此
の
優

伶
の
戯
刺
に
兄
え
て
ゐ
る
も
の
が
果
し
て
史
糊
之
か
ざ
う
か
を
決
定
す
る
こ
さ
は
航
る
困
難
で
あ
る
。
併
乍
ら
栄
典
の
列
傳
に
擁
れ
ぱ
史

糊
之
は
一
閲
の
宰
州
に
し
て
收
賄
講
托
な
ざ
に
脚
て
私
利
を
笹
み
、
そ
の
從
子
の
史
曝
卿
に
脊
諫
さ
れ
た
り
、
叉
数
百
人
の
大
畢
生
か
ら

上
北
川
し
て
排
斥
さ
れ
た
り
し
た
事
群
｛
に
剛
っ
て
見
て
も
恐
ら
く
備
時
の
優
伶
の
徒
か
ら
も
史
涌
之
の
行
爲
が
、
紅
巾
匪
賊
の
爲
す
庭
Ｅ
何

ら
採
ぶ
膣
の
な
い
所
以
を
菰
刺
さ
れ
る
充
分
の
理
由
が
あ
っ
た
符
で
あ
る
・
・

然
ら
ば
元
末
の
大
乱
期
に
蜂
起
し
た
彌
勒
。
門
並
等
の
浦
教
匪
が
殊
史
に
、
前
代
か
ら
眺
賊
の
徽
號
『
こ
し
て
推
川
く
知
れ
一
且
つ
化
紅
巾
を

以
て
そ
の
標
識
ご
」
し
た
理
由
は
如
何
。
布
も
元
朝
の
枇
政
に
反
對
し
て
一
和
の
義
平
（
？
．
）
を
起
し
た
さ
誇
號
し
て
そ
の
中
か
ら
明
太
租

宋
元
昨
代
の
紅
巾
軍
と
元
末
の
蝿
勒
・
白
蓮
教
脈
に
就
て
八
九

■
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、

､
。

宋
元
昨
代
の
紅
巾
軍
と
元
末
の
彌
勒
・
白
蓮
敦
朧
に
就
て
九
○
・

４く

を
川
し
革
命
を
大
政
し
た
付
の
之
等
の
教
匪
剛
慨
が
、
自
か
ら
好
ん
で
脈
賊
の
一
商
牌
を
猫
げ
に
ご
い
ふ
こ
ざ
は
事
理
に
於
て
解
樺
し
難
い

事
柄
で
あ
る
。

斯
様
に
考
え
て
来
る
、
こ
紅
巾
に
は
眺
賊
の
意
味
が
あ
る
さ
し
て
も
、
共
は
世
間
零
常
の
車
賊
匪
徒
ざ
は
異
な
り
、
横
暴
窓
虐
の
柑
代
の

育
惟
又
は
統
治
者
を
始
め
富
家
豪
族
の
輩
に
灰
抗
し
て
、
唯
げ
ら
れ
た
る
下
府
民
衆
の
味
方
芭
な
っ
て
義
畢
を
岡
る
一
繩
の
勇
侠
義
軍
の

閲
髄
さ
い
ふ
意
味
を
も
多
分
に
含
ん
で
ゐ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
．
か
上
る
風
潮
が
既
に
宋
代
か
ら
支
那
献
称
の
一
部
に
存
在
し
て

ゐ
た
事
は
彼
の
宋
江
等
の
水
符
（
梁
山
櫟
）
義
師
の
傳
縦
が
汎
く
一
般
肺
禽
を
瓜
脈
し
た
事
波
に
微
し
て
も
此
の
間
の
事
怖
が
充
分
に
理

解
出
來
る
で
あ
ら
う
。
．
（
昭
和
十
五
年
九
月
末
日
）
。

７
．
三
の
注

ぐ

キ
チ
ヤ
ウ

仙
林
斯
韮
碑
へ
王
飛
金
石
梓
編
巻
一
五
○
）
の
原
文
は
下
記
の
如
し
。

シ
ユ
ン

欽
宗
即
位
之
初
ｏ
王
方
二
從
二
梁
方
平
一
・
防
二
河
ヲ
滞
州
一
・
余
人
大
軍
。
已
二
雁
滞
二
境
一
・
方
平
浬
不
し
願
。
以
偏
二
他
漉
一
・
王
挽
日
。
今
之
來
者
。

金
塵
耳
。
願
公
速
整
二
行
陳
一
・
爲
二
護
河
計
一
・
河
失
し
守
。
宗
鮎
危
。
公
可
レ
忽
乎
。
王
忠
恢
由
レ
中
。
詞
黙
激
烈
。
方
不
怒
。
仰
下
し
王
以
一
三
十
騎
一

術
上
し
敵
。
名
目
一
硬
探
一
・
戒
欲
し
致
二
王
死
地
一
・
王
遇
し
敵
抑
チ
職
。
以
レ
疵
蹄
報
。
方
平
猫
以
爲
二
紅
巾
賊
一
不
し
没
し
術
。
及
三
腺
進
辿
二
屯
子
椛
一
・
・

則
方
卒
脱
し
身
近
美
。
王
師
既
失
二
主
帥
一
・
敷
繭
之
衆
持
淡
。
云
姦

②
此
庭
に
、
怖
頭
忽
脆
乃
紅
巾
也
。
と
あ
る
記
郡
も
亦
紅
巾
が
頭
巾
の
熱
で
あ
っ
た
一
つ
の
證
推
と
し
て
役
立
つ
で
あ
ら
う
。

③
閥
川
佛
に
州
す
る
養
料
は
左
記
の
諾
番
を
参
照
す
余
へ
し
。

（
＆
勝
の
段
成
式
、
酉
陽
雑
翅
へ
巻
一
及
び
三
）

（
ｂ
）
店
の
鄭
築
、
開
天
傅
信
記

（
Ｃ
）
太
平
庚
記
（
巻
九
十
一
、
九
十
二
）

（
ｄ
）
元
の
劉
一
滴
、
銭
轆
通
事
（
巻
己
‐

側
肌
・
銭
誰
益
の
凹
初
群
雄
事
略
、
（
小
明
王
、
称
腸
王
傳
）
和
川
箭
椰
士
明
太
祀
と
紅
巾
賊
（
東
洋
學
報
二
万
二
）

’
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